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２日間の行程ともオール東川にて提供（宿泊除く）
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受入事例③
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①「移住者・起業者・留学生」によるまちづくりワークショップ

② ひがしかわまちあるき

③《まとめ》グループワーク、発表

└プログラムを振り返って感じたこと、感想をまとめて発表

・アイヌプログラム【文化体験/講話】

・旭山動物園見学（自由行動）

テーマ「キャリア」「サスティナブル」
東川の人たちの話を聞いて、自分のキャリアを考える

事前学習（イントロダクション） インプット・グループワーク 発表（アウトプット）

【修学旅行中】
（一部修学旅行後）【修学旅行前】

■宿泊/食事
宿泊：キトウシ森林公園 ケビン１棟貸し（最大8名）×17棟利用
10/23(月) 夕食 BBQ ジンギスカン交流（地元の関係者囲んで）
10/24(火) 朝食 地元コミュニティ食堂ワッカ  夕食 笹一(地域飲食店)

昼食 まち歩きしながらテイクアウトお弁当（町内飲食店）
10/25(水) 朝食 地元コミュニティ食堂ワッカ @コミュニティホー
10/25(水) 昼食 動物園で各自

＜アクティブラーニング型プログラム＞



受入事例③
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SDGsアクティブラーニングの様子

団体間連携(地域連携)による持続可能な受入れ体制を整える
「農林漁業・商工業全国５団体による調査研究報告書2021年度」より引用
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団体間連携(地域連携)による持続可能な受入れ体制を整える
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「農林漁業・商工業全国５団体による調査研究報告書2021年度」より引用



都市部主導で旅行の手配をおこなう「行こうよ（発地）」から地域自ら主導で旅行や観光の手
配等をおこなう「おいでよ（着地）」という旅行形態。

地域（着地側・受入側）

観光関連事業者
（観光施設、宿泊、レストラ
ン、リゾート、食事、ガイド、
体験プログラム等）

旅行会社

都市部（発地側・顧客）

観光客・旅行客
学校・団体等

の利用者

（顧客）

十勝へ行
こうよ！

観光関連事業者や地元
住民、地域産業も含め
た地域ワンストップ窓口

旅行会社が仕入れ

自らPR

ツアーでなくても関心がある地域には
個人でも行けるようになってきた

発地型観光地域主導型
(着地型)観光

推進体制の必要性（発地型→着地型へ）

十勝へお
いでよ！
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教育旅行の仕組み（アグリテックのコーディネート機能）
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生徒の思い
（親の思い）

教育現場の思い 生産現場・地域の思い

空港へのアクセスや、
交通・移動手段

前後の旅行行程

これらの要素がうまくつ
ながったときに実現する

コーディネーター（アグリテック）の役目

教育旅行での農業体験の受け入れが実現するには
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持続可能な農山漁村づくり（受入体制）に向けた課題

➀「人材」の不足

②「仕組み」の不足

③「産業・仕事」の不足

体制づくり
↓

魅力あるコンテンツづくり
↓

魅力発信

関係人口・交流人口の増加

コーディネーター

図：農水省より引用したものを加工
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学校現場における教育旅行における農村体験の魅力について➀

聖隷クリストファー高校（静岡県浜松市）
修学旅行担当：清水先生

2017年より宗谷・道北エリアにて、ファームステイ体験

を実施。修学旅行にファームステイ体験を取り入れる
理由についてビデオメッセージから。

35

これまでの修学旅行はパック旅行（買い物
旅行）のようだった。

冬の北海道のリアルな体験をするというのが
それこそが目的。

高校生のいまでないとできない体験を。

これを実現できたことは感動し
かない。

日本の最北端から南に下って
くる北海道縦断の旅行はなか

なかできない貴重な経験。

行ったことがないところ、これまで経験したこ
とのないこと。その土地でしかできないこと。
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学校現場における教育旅行における農村体験の魅力について②

雲雀丘学園高校（兵庫県宝塚市）
松石昇教頭先生（当時）

2005年より毎年継続してファームステイ体験を修学
旅行に取り入れている。
2016年に弊社主催でおこなった「農村体験フォーラ

ム」での「修学旅行にファームステイを取り入れる理
由」について講演いただいた中から。

36



首都圏教職員等の北海道での教育旅行現地研修受け入れ
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修学旅⾏研究会・北海道修学旅⾏現地研修会受⼊れ
期日：2023年9月9日（土）～10日(日)
視察先：アグリテック、旭山動物園、旭川博物館、
川村カ子ト記念館、富良野エリア等
主催：北海道観光振興機構
参加者：北海道へ修学旅行を検討している首都圏（主に神奈川県等）の学
校職員や教育旅行関連組織、教育旅行関連メディア

参考（メディア露出）
月刊「教育旅行」2022年11月号に寄稿（財団法人日本修学旅行協会発行）



参考（メディア露出）
北海道農業専門誌月刊「ニューカントリー2022年12月号」に事例紹介

参考（メディア露出）

「農業体験受け入れQ＆A集」監修
（北海道協同組合通信社・ニューカントリー編集部）



参考
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体験プログラム・地域観光のお問合せは

〒071-1425北海道上川郡東川町西町2丁目2-17
TEL/0166-82-0800 FAX/0166-82-3040

E-Mail：info@agtec.co.jp
URL：htpp://www.agtec.co.jp
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